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７月９日（土）  

 

 
来週の予定 １学期最後の週です。最後まで気を抜かずに生活しましょう。 

時差登校８：２５までに席に着きましょう。  

日にち  予 定 

７月１８日 月 海の日  

７月１９日 火 ①～⑥通常授業 

７月２０日 水 ①～④ 通常授業 ⑤美化活動 ジャージ（体育着）登校 

７月２１日 木 終業式 

７月２２日 金 夏季休業日（始） 

７月９日（土）に道徳授業地区公開講座が行われました。 

１年生は四谷国際法律事務所より弁護士先生をお招きし「いじめは人権 

侵害」をテーマに、過去の事例も交え、お話しいただきました。 

「人権」とは何か、いじめを「する側」と「される側」の感じ方の違い、アニメの 

キャラクターを例にしたいじめの構造、「傍観者」にいじめを止める力があることなど 

いじめについて様々な視点から学びました。 

『人は「安心」して「自信」をもって「自由」に生きる「大切な３つの権利」をもっている。侵害されて

はならない。許されるいじめはない。』とのメッセージが皆さんの心にも届いたことと思います。 

互いに相手の「心のコップ」を想像し、思いやりの気持ちをもって生活していくことの大切さを学んだ貴重

な時間でした。 

 

☆いじめは人の将来をこわしてしまうものだなと感じた。一回いじめをしてしまったり、されたりすると「許

せない」また、「許してもらえない」などと、両方が悲しい気持ちになってしまうもので、絶対に起 

 こってはいけないものだなと改めて思った。 

☆自分は今までで、よく考えてみると見ている人（傍観者）としていたことが多かったことがわかりました。こ

のような人が一番いじめを止めやすい人だと分かったので、このような状況が起きたら助けられるようにな

りたいです。 

☆ひたすら悲しかった。いじめをされた人の心の傷はずっと消えない。それに耐えられず死を選んだ人の気持

ちがどんな言葉にも表せないほど、辛かったのだろうと思った。 

☆いじめは絶対にしない。やってはいけない。もしいじめをされたら、すぐに周りの人に言う。いじめか 

ら逃げる。自分の周りでいじめを見たら、ただ見ている人にならずに絶対に止める。 

☆もしいじめが起こっていることに気付いたら、先生に報告して自分たちにもできることがあるはずな 

ので、考えて行動したい。 

☆相手の心のコップも自分の心のコップも見えないので、一つ一つの発言に責任をもっていきたい。 

 相手と自分の「嫌だ」と思う価値観は違うから。 



 


